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　　　　　　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　２１年　１２月　２６日　(土)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　上野　厚子　　記録者　出貝　梢

	小向
	上野(厚)
	スバベイ
	戸賀沢
	竹内
	清川
	橘
	藤田
	小笠原(香)

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	公休
	○
	公休
	CD留守
	CD留守
	公休
	○
	準夜
	深夜

	三浦
	佐々木（美）
	川守田
	平間
	藤原
	田ノ上
	畑内
	高橋
	山地


	
	
	
	
	
	
	
	
	

	○
	公休
	公休
	公休
	○
	Ａ留守
	深夜
	○
	準夜

	上野(雅)
	石岡
	油津
	和田
	小笠原(麻)
	出貝
	横町
	庭田
	佐々木（孝）

	公休
	公休
	準夜
	公休
	CD留守
	○
	公休
	公休
	ローテ

	高森
	前田
	田中
	鈴木
	盛田
	天間

	ローテ
	深夜
	公休
	公休
	公休
	公休


出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。
＜患者様連絡事項＞

· 小笠原　芳郎様～右胸の硬結、圧痛がまだあるとして小阪Ｄｒの診察を受けています。

　　　　　　　　　夕よりダーゼン(10)（酵素製剤）2T 2×ndE/6T臨時処方となっています。

　　　　　　　　　右乳部分を蒸しタオルで温めて、円を描くように5～6回マッサージ行った後、圧搾行ない排泄物の有無と性状の確認を行い、12/28(月)9：00に報告するよう指示あります。

· 谷内　愛子様～カタリンk点眼液（白内障眼科用剤）1本処方。（期限　1/8まで）

· 丸屋　庄司様～昨日、御家族に連絡が取れた為、オムツを依頼して、本日持参していただく事になっています。また、今後は定期的に決められた量を持参して頂く様に伝えています。

· 吉田　寿雄様～メディセーフチップ・針がもう少しでなくなる為、私物発注伝票出しましたので、受け持ちＮｓは処理お願いします。

＜ＳＳＴ評価・検討＞

●Ａグループ

＜１２月短期目標評価＞

・　佐々木　みね様～80点　遠慮して評価しているとの事。

・　佐々木　栄子様～80点　笑顔で挨拶出来た。

・　木ノ下　ツヨ様～100点　笑顔で挨拶出来た。

・　高橋　　康満様～90点　3つのポイントが出来た。

・　鈴木　　サダ様～85点　遠慮して評価しているとの事。

・　織田　　比佐子様～95点　残り5点は来年の目標。

・　野月平　チエ様～70点　人の目を見ないときがあった。

・　小笠原　芳郎様～80点　将棋やトランプの際、コミュニケーションがとれた。

・　村舘　　ミネ様～100点　出来ていた。

・　鈴木　　正長様～100点　笑顔が良かった。

・　山内　　公博様～80点　あまり上の点数をつけると、その上に行けなくなるから。

・　田端　　玲子様～80点　もう少し頑張る。

・　飛鳥　　公平様～70点　皆とお話出来なかった。

【全体の総括】

　ウォーミングアップでとりあげた「クリスマス会についての感想」では、「ケーキが美味しかった」「ビンゴゲームが楽しかった」「出し物が良かった」など話されている。短期目標の評価では、今年最後だからと良い点数をつける方が多く、3名が100点で、その他の方もいつもより高い評価が見られている。全体的に表情よく参加されている。

●Ｂグループ

＜１２月短期目標評価＞　　

· 細越　　国雄様～100点　笑顔で話しできた。

· 岩澤　　薫　様～50点　耳が聞こえず、見当違いの対応をした事があった。

· 田村　　耕一様～50点　笑顔が少し足りなかった。

· 西沢　　正　様～70点　普通だった。

· 若松　　高　様～50点　ハッキリ話せなかった。

· 山下　　ヨシ様～70点　耳が聞こえなくなり、疎通が難しくなった。

· 上田　　正男様～70点　まあまあだった。

· 吉田　　寿雄様～70点　朝起きて挨拶出来た。

· 中村　　マス様～100点　いつも出来ています。

· 角谷　　育子様～50点　少し声が小さかった。

· 荒谷　　正毅様～自己採点拒否　　挨拶できた。

· 坂本　　良雄様～100点　笑顔で挨拶出来た。

【全体の総括】

　クリスマス会の感想では皆様より「楽しかった」との感想が挙がっています。否定的な感想は聞かれていない。今月の目標は全員覚えていないが、自己評価は高い方が多かった。本人様達が出来たという所は評価し、来年に繋げられるように声掛けをしています。

●Ｃ・Ｄグループ

＜１２月短期目標評価＞

· 前川原　勝美様～挨拶はしっかり顔を合わせ「おはようございます」と返す事出きている。

· 和田　　敦子様～SST自体を理解できず、また、「退院」「日課」といったひとつの事関して固執してしまい、課題にまったくついてこれず。こちら側からのアプローチ内容を把握している様子は無く、コミュニケーション技術の低下が著しい。

【全体の総括】
　和田様の様なケースに対し、どの様なアプローチが必要なのかSST自体の導入よりも普段の関わりの中でどうして行くか検討していく必要がある。

＜クリスマス会反省＞

· 演奏会で最後に感想などを聞く際は、スタッフではなく患者様にも聞いた方が良いと思われる。

· 何をやるか決まっていたが、段取りが悪く、なかなか始まらなかった。

· スタッフで当日のスケジュールをきちんと把握しないまま、動いた事があった。

· スタッフの出し物は患者様にも好評だった。

※本日のカンファレンスで、クリスマス会に参加したスタッフが少なかった為、月曜日に再度反省会を行います。







